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「ボージプリー文化圏の婚姻儀礼と民俗歌謡（その 4）」

宮城学院女子大学 八 木 祐 子

. はじめに

本稿は、筆者が、2018年に、北インド、ウッタル・プラデーシュ（Uttar Prade ásh）州東部のアザ

ムガル（Azamgarh）県で調査をおこない、婚姻儀礼のさいに収集した民俗歌謡の事例報告の続編、

その 4 である。調査地域はボージプリー（Bhojipuršƒ）というヒンディー語の東部方言を話す地域に

属し、様々な民俗歌謡がうたわれる地域として知られている［八木 1990］。調査地域において、婚

姻儀礼は、シャーディー（ ÁS šadšƒ）、ゴウナー（Gaun ša）、ドーゲー（Doge）の 3 段階にわたっておこ

なわれる。そのなかでも最も主要なシャーディーについて記述する。これらの様々な儀礼ごとに、婚

姻儀礼の民俗歌謡（Viv šah K ša Gšƒt）が、主に既婚女性たちによってうたわれる。1 日目～6 日目は、

花嫁、花婿双方の家で儀礼がおこなわれる。婚姻儀礼の概要と 1 日目のウルド・チャーワル・チャ

ンナー儀礼の民俗歌謡については、「ボージプリー文化圏の婚姻儀礼と民俗歌謡（その 1）」で報告

［八木 2020］し、4 日目のウルド・カー・ドイヤー・ドーナー、及び 5 日目のマンダップ・ウタルナ

ーのさいにうたわれる民俗歌謡については「ボージプリー文化圏の婚姻儀礼と民俗歌謡（その 2）」

で報告した［八木 2021b］。また、前号の「ボージプリー文化圏の婚姻儀礼と民俗歌謡（その 3）」で、

マット・マンガラと呼ばれる 6 日目の儀礼と民俗歌謡について報告［八木 2022］した。今回は、7

日目の民俗歌謡の一部について報告する。

当該地域の先行研究や婚姻儀礼の詳しい過程、社会変化については、別稿を参照していただきたい

［八木 1990, 1991, 1992, 1999, 2010, 2015, 2021a, 2022］。なお、とりあげる民俗歌謡の事例は、その

1、その 2、その 3 と続いているので、番号は前回の続きとする。

なお、本報告は、文部科学省の科学研究費基盤研究 C「北インド、ボージプリー文化圏の民謡に関

するジェンダー分析」（課題番号17K02032）の助成を受けており、本報告は、その成果報告の一部

である。

. 日目の民俗歌謡

～については、その 1 で報告しているので、ここでは省略する。

. 日目の民俗歌謡

については、その 2 で報告しているので、ここでは省略する。

. 日目の民俗歌謡

については、その 2 で報告しているので、ここでは省略する。
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. 日目の民俗歌謡

～については、その 3 で報告しているので、ここでは省略する。

. 日目の民俗歌謡

7 日目の午前中、村の男性たちが花嫁の家でおこなわれるビヤーフ（biy šah）と呼ばれる一連の儀

礼に参列するため、花婿行列に出発する。その前に、花婿に対するいくつかの儀礼が、床屋カースト

の女性であるナウンを中心として、親族の女性たちによっておこなわれる。花婿に対する儀礼には、

パーンチ・バウエル、イナール・ビヤーフ、パリチャン、パオン・プージャー、ナークーン・ランガ

イーハなどがあるが、いずれも花嫁に対しても、同様におこなわれる。本稿は、花嫁の家での儀礼や

民俗歌謡についての報告であるので、花嫁に対する儀礼のなかで、個々に述べる。ちなみに、歌詞に

たびたび登場するバンニー（bannšƒ）は、もともと女の子を意味であるが、ここでは、花嫁のことを

指している。

 パーンチ・バウエル

5 人（パーンチ）が食事をして、儀礼場を 5 回まわる（バウエル）。2018年のサンギータの婚姻儀

礼の場合は、7 日目の昼に、4 人の子どもと花嫁サンギータに対する食事が供された。その後、結婚

の柱のまわりを、母方の叔母がサンギータの後ろに立ち、サリーで頭に触れて、水をこぼしながら、

左周りに 5 回まわった。事例25は、そのさいに、既婚女性たちによってうたわれた民謡である。

（事例25）

ek bh šavari šavai dusaršƒ bh šavari šavai tšƒsare mein vahai p šurubšƒ bayariy ša ho.

bannšƒ ghumil ša bhavariy ša.

ek bh šavari j šale d šusaršƒ bh šavaršƒ j šale tšƒsare mein vahai le p šurubšƒ bayariy ša ho.

bannšƒ ghumil ša bhavariy ša.

tšƒsare bh šavari j šale chauthšƒ bh šavari j šale pachavšƒ mein vahai le p šurubšƒ bayariy ša ho.

bannšƒ ghumil ša bhavariy ša.

1 回まわってきます。2 回目にまわってきます。3 回目に東からの風が吹きます。
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バンニー（花嫁）がまわります。

1 回まわって行きます。2 回目にまわって行きます。3 回目に東からの風が吹きます。

バンニーがまわります。

3 回目にまわって行きます。4 回目にまわって行きます。5 回目に東からの風が吹きます。

バンニーがまわります。

 イナール・ビヤーフ

イナールは井戸、ビヤーフは結婚を意味する。花嫁が母親に付き添われて、井戸を左回りに 5 回

まわり、水の神に結婚の成功を祈る。事例26、事例27は、そのさいに村の女性たちによってうたわ

れた。すでに、20年以上前から井戸は使われなくなっている。だが、水の神と関わるため重要視さ

れ、婚姻儀礼においては、井戸にお参りして儀礼をおこなう。

（事例26）

chale n šarad Chhšƒr S šagar kšƒ oriy ša.

šapan s ša r šup bhagavan hamake t šu daid ša.

hamah šu liy šaib dulahiniy ša.

chale n šarad Chhšƒr S šagar kšƒ oriy ša.

行っています、ナーラド（神）が、チルサーガル（ヴィシュヌ神の住処）の方へ。

あなたのような（美しい）姿を、バグワン（神）よ、私に、あなたはください。

私は連れてきます、ドラヒニヤー（花嫁）を。

行っています、ナーラド（神）が、チルサーガルの方へ。

（事例27）

áshirav ša pe dhailai chadariy ša ho.
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bannšƒ gh šumai bhavariy ša.

pahilšƒ bhanvari gainšƒ d šusaršƒ bh šavari gainšƒ.

tšƒsare mein gang ša lahariy ša ho.

bannšƒ gh šumai bhavariy ša.

頭に巻いてください、チャッダル（スカーフ）を。

バンニーがまわります。

1 回まわって行きました。2 回目、まわって行きました。

3 回目に、ガンガーの波のうねりがあります。

バンニーがまわります。

 パリチャン

母親が花嫁の頭上で、箕、サリーの端、杵、香辛料をつぶす石棒、ヨーグルトの攪拌棒、水の入っ

たコップや土の壺などのうち、5 つの品物を、左回りに 5 回ずつまわす。これらの品々が、将来も手

に入り、生活に苦労しないようにと願っておこなわれる。そのさいに、村の女性たちによって、事例

28がうたわれた。

（事例28）

tani ai áshan parachh ša amm ša hilain ša p šavai musar ša.

Azamaga ådh jil ša ke šage pa åtan ša.

tani ai áshan parachh ša m šamšƒ hilain ša p šavai khailar.

tanšƒ ai áshan parachh ša m šamšƒ hilain ša p šavai kalas ša.

Azamaga ådh jil ša ke šage pa åtan ša.

tani ai áshan parachh ša m šamšƒ hilain ša p šavai supav ša.

tani ai áshan parachh ša m šamšƒ hilain ša p šavai achar ša.

パリチャンのように、アンマー（母親）が、揺らします、ムサラー（杵）を。

アザムガルのジラー（地区）の先は、パトナーです。
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パリチャンのように、マーミー（母方の叔母）が、揺らします、カイラル（ヨーグルトの攪拌棒）を。

パリチャンのように、マーミーが、揺らします、カラサー（土の壺）を。

アザムガルのジラーの先は、パトナです。

パリチャンのように、マーミーが、揺らします、スープ（箕）を。

パリチャンのように、マーミーが、揺らします、アチャラー（サリーの端）を。

 ナークーン・ランガイーハ

ナウンが花嫁を沐浴させ、ウコンと石鹸を使って花嫁の身体を洗い清める。そのさいに、花婿の沐

浴時にもちいた水を身体にかけ、花嫁は左足で土の壺を割る。花嫁は、着続けていたシャルワール・

カミーズ（丈の長いワンピースとズボン）を脱ぎ、サリーを初めて着る。その後、ナウンが、花嫁の

手足の周りと爪（ナークーン）の赤い色を塗る（ランガイーハ）。そのさいに、事例29、30がうたわ

れた。

赤い色は血の色であり、生命の色であるため、吉兆な色として、婚姻儀礼では、さまざまな場面で

使われる。ナークーン・ランガイーハは化粧を施すことであり、ヘンナを花嫁の両手、両足に化粧を

する場合が多い。

（事例29）

chauke pe bannšƒ akel ho.

košƒ j šad šu n ša m šarai.

j šad šu tau åd šalai uhai maliy ša chhoka ådav ša jekar maur anamol ho.

košƒ j šad šu n ša åd šalai.

chauke pe bannšƒ akel ho.

košƒ j šad šu n ša åd šalai.

j šad šu tau åd šalai uhai darjšƒ chhoka ådav ša jekar sa ådiy ša anamol ho.

košƒ j šad šu n ša åd šalai.

chauke pe bannšƒ akel ho.
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（マンダップの）チョーク（儀礼場）に、バンニーが 1 人でいます。

誰も、マジックをかけないでください。

マジックをかけます、そのマリヤー（花屋カースト）のチョカラワー（息子）が。彼の王冠は高いで

す。

誰も、マジックをかけないでください。

チョークに、バンニーが 1 人でいます。

誰も、マジックをかけないでください。

マジックをかけます、そのダルジー（仕立屋カースト）のチョカラワーが。彼のサリーは高いです。

誰も、マジックをかけないでください。

チョークに、バンニーが 1 人でいます。

（事例30）

bai åthal b ša åtšƒ bannšƒ ham šar ho.

naun e ådšƒ t šu bharad ša.

ham n ša bharabhai ham n ša bharavai edšƒ.

pahile daid ša negav ša ham šar tab ham e ådšƒ bharabai.

bai åthal b ša åtšƒ bannšƒ ham šar ho.

naun edšƒ bharad ša.

すわっています、私のバンニーが。

ナウン（床屋カーストの女性）が、あなたのかかとに、色をつけます。

（ナウンが言う）私は、色をつけません。私は、かかとに、色をつけません。

最初に、ください、私にネーグ（チップ）を。そうしたら、私は、色をつけます。

すわっています、私のバンニーが。

ナウンが、かかとに、色をつけます。

 アグワーニ

花婿行列が、夕方から夜にかけて、花嫁の家に到着すると、花嫁の父が花婿を儀礼場に迎える。そ

のさいに、花嫁側の女性によって、事例31のような花婿を歓迎する民謡がうたわれる。
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（事例31）

rachi rachi khoriy ša ba åtorai Radhe áshy šam bhaiy ša šašƒ gainai sag bahanoi.

rachi rachi khoriy ša ba åtorai Kri áshn ša mohan bhaiy ša šašƒ gainai dular šu dam šad.

きれいにきれいに、道を掃きました。ラディシャーム（花嫁サンギータの甥）のバイヤー（兄弟）の

バハノイ（妹の夫、ここではサンギータの夫のこと）がやってきました。

きれいにきれいに、道を掃きました。クリシュナモーハン（サンギータのいとこ）のバイヤーの愛す

るダマード（義理の息子）がやってきました。

 タージ・パヒラナー

儀礼場に座った花婿に、花嫁の親族が紙でつくった王冠（タージ）をかぶせる。そのさいに、花嫁

の女性親族や近所の女性たちによって、事例32～35のような花婿や花婿一行をからかうガーリー

（g šalšƒ、嘲りの歌）がうたわれる。

（事例32）

pahile sajan ma ·n ådap mein šae kyon ša kie gu ådan šai åt jšƒ.

aisšƒ chhinariy ša mammšƒ teršƒ kyon ša sikh šašƒ gu ådan šai åt jšƒ.

mammšƒ mere maike gašƒ thšƒ bahan gašƒ sasur šal jšƒ.

abahin ham šaršƒ b šaršƒ umariy ša kaise kar šu gu ådan šai åt jšƒ.

pahile sajan ma ·n ådap mein šae kyon ša kie gu ådan šai åt jšƒ.
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kaisšƒthšƒ teršƒ ch šachšƒ chhinariy ša kyon ša sikh šašƒ gu ådan šai åt jšƒ.

ch šachšƒ meršƒ maike gašƒ thšƒ bahan gašƒ sasur šal jšƒ.

abahin hamaršƒ b šaršƒ umariy ša kaise kar šu gu ådain šai åt jšƒ.

pahile sajan ma ·n ådapav ša mein šae kyon ša kie gu ådan šai åt jšƒ.

kaisšƒthšƒ teršƒ bh šabhšƒ chhinariy ša kyon ša sikh šašƒ gu ådan šai åt jšƒ.

bh šabhšƒ meršƒ maike gašƒ thšƒ bahan gašƒ sasur šal jšƒ.

abahin hamaršƒ b šaršƒ umariy ša kaise kar šu gu ådan šai åt jšƒ.

最初に、サジャン（花婿）が、マンダップに来ました。なぜ、しましたか。グッド・ナイトを。

チナロのように、あなたのマミー（母親）は、なぜ、教えましたか、グッド・ナイトを。

私のマミーは、実家に行きました。バハン（姉妹）は、サスラール（夫の家）に行きました。

今まだ、私は小さい年齢（子ども）です。どのようにしますか、グッド・ナイトを。

最初に、サジャンが、マンダップに来ました。なぜ、しましたか。グッド・ナイトを。

チナロのように、あなたのチャーチー（父方の叔母）は、なぜ、教えましたか、グッド・ナイトを。

私のチャーチーは、実家に行きました。バハンは、サスラールに行きました。

今まだ、私は小さい年齢です。どのようにしますか、グッド・ナイトを。

最初に、サジャンが、マンダップに来ました。なぜ、しましたか。グッド・ナイトを。

チナロのように、あなたのバービー（兄嫁）は、なぜ、教えましたか、グッド・ナイトを。

私のバービーは、実家に行きました。バハンは、サスラールに行きました。

今まだ、私は小さい年齢です。どのようにしますか、グッド・ナイトを。

（事例33）

dekho šašƒ s åtan ådar bar šat sm šar åt košƒ lagat ša nahin hai.

sm šar åt to lagate hai sasuru s šale.

voto chala åte hai kutte kšƒ ch šal sm šar åt košƒ lagat ša nahin hai.

dekho šašƒ s åtan ådar bar šat sm šar åt košƒ lagat ša nahin hai.
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sm šar åt to lagate hai bar šatšƒ s šale.

voto chala åte hai gadahe kšƒ ch šal sm šar åt košƒ lagat ša nahin hai.

sm šar åt to lagate Su áshšƒl s šale chhinar ša.

voto chala åte hai gadah ša kšƒ ch šal sm šar åt košƒ lagat ša nahin hai.

dekho šašƒ s åtan ådar bar šat sm šart košƒ lagat ša nahin hai.

見て来てください、スタンダードのバラート（花婿一行）を。誰もスマートではありません。

スマートです。サスル（舅）・サーレ（嘲りの言葉）よ。

彼らは行きます、犬の歩き方で。誰もスマートではありません。

見て来てください、スタンダードのバラートを。誰もスマートではありません。

スマートです。バラーティー・サーレよ。

彼らは行きます、ロバの歩き方で。誰もスマートではありません。

スマートです。スシール（花嫁サンギータの花婿）・サーレ・チナロ（嘲りの言葉）よ。

彼は行きます、ロバの歩き方で。誰もスマートではありません。

見て来てください、スタンダードのバラートを。誰もスマートではありません。

（事例34）

bolo bolo bar šatšƒ s šale van åt šu thršƒ.

tohare mammšƒ ke s šath mere p šap ša fršƒ.

bolo bolo bar šatšƒ s šale van åt šu thršƒ.

tohare bahinšƒ ke s šath hamare bhaiy ša fršƒ.

bolo bolo bar šatšƒ s šale van åt šu thršƒ.

bolo bolo jšƒj ša s šale van åt šu thršƒ.

言ってください、言ってください、バラーティー・サーレよ。1、2、3。

あなたのマミー（母親）と一緒に、私のパーパー（父親）はフリーです。

言ってください、言ってください、バラーティー・サーレよ。1、2、3。

あなたのバヒニー（姉妹）と一緒に、私のバイヤー（兄弟）はフリーです。

言ってください、言ってください、バラーティー・サーレよ。1、2、3。
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言ってください、言ってください。ジージャー（妹の夫、ここでは花婿）・サーレよ。1、2、3。

（事例35）

ham tohase p šuchhšƒ bar šatšƒ s šale ho k šahe saukšƒ bhay ša.

toharšƒ mammšƒ je gainšƒ laukšƒ lage ho tabai saukšƒ bhay ša.

ham tohase p šuchhšƒ dulahe s šale ho k šahe gor ša bhay ša.

tuharšƒ mammšƒ je gainšƒ gor ša lage ho tabai gor ša bhay ša.

ham tuhase p šuchhšƒ l ša sasuru s šale ho k šahe k šal ša bhay ša.

toharšƒ mammšƒ je gainšƒ k šal ša lage ho tabai k šal ša bhay ša.

ham tuhase p šuchhšƒ åtakalahau s šale ho k šahe k šal ša bhay ša.

tuharšƒ mammšƒ je gainšƒ bh šata lage ho tabai k šal ša bhay ša.

ham tuhase p šuchhšƒ bar šatšƒ s šale ho k šahe gora bhay ša.

tuharšƒ mammšƒ je gainšƒ gor ša lage ho tabai gor ša bhay ša.

私は、あなたに尋ねます。バラーティー（花婿一行）・サーレよ。なぜ、着飾りますか。

あなたのマミー（母親）は行きました。（ユウガオの）ヒョウタンのところに。だから、着飾りまし

た。

私は、あなたに尋ねます。ドラヘ（花婿）・サーレよ。なぜ、肌が白いですか。

あなたのマミーは行きました。白い肌の人のところに。だから、肌が白くなりました。

私は、あなたに尋ねます。サスル（舅）・サーレよ。なぜ、黒いですか。

あなたのマミーは行きました。黒い肌の人のところに。だから、肌が黒くなりました。

私は、あなたに尋ねます。禿げ頭のサーレよ。なぜ、黒いですか。

あなたのマミーは行きました。ナスのところに。だから、肌が黒くなりました。

私は、あなたに尋ねます。バラーティー・サーレよ。なぜ、肌が白いですか。

あなたのマミーは行きました。白い肌の人のところに。だから、肌が白くなりました。
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おわりに

本稿では、7 日目の婚姻儀礼のさいにうたわれる民俗歌謡をとりあげた。7 日目は、花嫁と花婿の

それぞれの家で、ほぼ同様の儀礼がおこなわれた後、夕方から夜にかけて、花婿一行が花嫁の家に到

着し、様々な儀礼がおこなわれる。本稿では、7 日目の半分ほどの儀礼を紹介したが、この後、ビヤ

ーフと呼ばれる花嫁と花婿がそろった一連の儀礼が、夜を徹しておこなわれる。ここからずっと、花

嫁側の民俗歌謡が続くので、次稿で詳しくとりあげたい。
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〈参考資料〉

〈写真 1～2〉写真 1 は、パーンチ・バウエルをおこなっているところである。真ん中に花嫁サンギータがすわ

り、4 人の子どもとサンギータが食事をしている。そのさいに、事例25の民謡を、村の女性たちがうたった。写

真 2 は、床屋カーストが、マンダップという結婚式場を、色粉を使って飾っているところである。マンダップの

まわりはサリーで飾られ、中心部には、結婚の壺や神に結婚を知らせると言われる木でかたどったオウムが置か

れている。内部は、LED 電球で、明るく照らされている。

〈写真 1〉 〈写真 2〉

〈写真 3～4〉写真 3 は、イナール・ビヤーフをおこなっているところである。花嫁サンギータが、母親に付き

添われて、井戸を左回りに 5 回まわる。そのまわりで、村の女性が、事例26、事例27の民謡をうたった。

〈写真 3〉 〈写真 4〉
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〈写真 5～6〉写真 5 はパリチャン、写真はナークーン・ランガイーハがおこなわれたときのものである。パリ

チャンでは、母親が花嫁の頭上で、生活に必要な 5 つの品物を、左回りに 5 回ずつまわす。写真 5 では、コップ

に入った水をまわしている。そのさいに、事例28がうたわれた。ナークーン・ランガイーハは、床屋カーストの

女性であるナウンが、花嫁を沐浴させ、吉兆な色である赤い色を手足に塗って化粧をする。写真 6 では、ナウン

が、花嫁の足に、赤い色を塗っている。そのさいに、事例29、事例30がうたわれた。

〈写真 5〉 〈写真 6〉

〈写真 7～8〉写真 7 は、花婿行列が、花嫁の家に到着したものである。花婿のスシールは、飾り立てられた小

型車に乗って、花嫁の家に到着した。写真 8 は、花婿に対するアグワーニやタージ・パヒラナーがおこなわれた

ときの写真である。そのさいに、事例31～35の民謡が、花嫁側の女性たちによってうたわれた。

〈写真 7〉 〈写真 8〉




